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1.  平成23年7月期第2四半期の連結業績（平成22年8月1日～平成23年1月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年7月期第2四半期 900 △7.0 14 61.5 4 ― △26 ―
22年7月期第2四半期 968 △9.7 8 △76.8 △8 ― △13 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年7月期第2四半期 △278.23 ―
22年7月期第2四半期 △134.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年7月期第2四半期 2,125 1,788 82.6 18,115.01
22年7月期 2,161 1,833 83.8 18,685.70

（参考） 自己資本   23年7月期第2四半期  1,756百万円 22年7月期  1,812百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年7月期 ― 0.00 ― 100.00 100.00
23年7月期 ― 0.00
23年7月期 

（予想）
― 100.00 100.00

3.  平成23年7月期の連結業績予想（平成22年8月1日～平成23年7月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,723 △11.9 29 △72.2 30 △47.7 11 △62.9 113.42



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており
ます。実際の業績等は、様々な要因により、上記予想数値と異なる場合があります。 
 業績予想の前提となる条件等については、【添付資料】４ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報(３)連結業績予想に関する定性的情報」
をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （ 社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年7月期2Q 97,215株 22年7月期  97,215株
② 期末自己株式数 23年7月期2Q  233株 22年7月期  233株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年7月期2Q 96,982株 22年7月期2Q 96,982株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(１)連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境は依然として厳しく、失業率

も高水準にあるなど、引き続き厳しい状況が続いております。 

当社グループは、コンテンツ事業において、iPhoneやAndroid搭載端末など、各種スマートフォン

向け新規コンテンツの配信を開始したほか、既存の携帯電話向け有料コンテンツのサービス強化を

行いました。また、サービス開発事業において、スマートフォンを含む携帯電話向けバーコードリ

ーダーやモバイル機器向けソフトウェアのライセンス販売を行ったほか、システムコンサルティン

グ事業において、主に既存クライアント向けシステムコンサルティング業務による売上を計上しま

した。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、900,539千円(前年同期比7.0％減)、営業

利益は、14,302千円(前年同期比61.5％増)、経常利益は、4,773千円(前年同期は、8,771千円の経常

損失)、四半期純損失は、26,983千円(前年同期は、13,034千円の四半期純損失)となりました。 

セグメント別の概況は以下の通りです。なお、当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情

報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の

開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用してお

ります。これによる影響は、実質的に生じないため前年同期比較については、前第２四半期連結累

計期間における事業の種類別セグメントと当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの値を直

接比較することにより算出しております。 

 

(サービス開発事業) 

サービス開発事業においては、従来の携帯電話向け組込み型バーコードリーダーのライセンス

販売に加え、Android搭載のスマートフォン向けにもバーコードリーダーを提供し、主要な携帯電

話メーカや通信事業者、情報サービス事業者等に対し、アプリケーションソフトウェアのライセ

ンス販売を行いました。その結果、同事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、126,078千円

(前年同期比40.6％増)、営業利益は、32,677千円(前年同期比252.5％増)となりました。 

 

(コンテンツ事業) 

コンテンツ事業においては、iPhoneやAndroid搭載端末など、各種スマートフォン向け新規コン

テンツの配信を開始したほか、既存の携帯電話向け有料コンテンツ配信サービスのリニューアル

等を実施しました。その結果、同事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、444,128千円(前

年同期比23.2％減)、営業利益は、57,264千円(前年同期比28.8％減)となりました。 

 

(システムコンサルティング事業) 

システムコンサルティング事業においては、主に既存クライアントに対するシステムコンサル

ティングサービスを実施しました。その結果、同事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、

330,332千円(前年同期比9.9％増)、営業利益は、79,805千円(前年同期比29.0％増)となりました。 
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(２)連結財政状態に関する定性的情報 

(資産、負債及び純資産の状況) 

①資産の部 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、2,125,693千円(前連結会計年度末から

36,262千円の減少)となりました。 

このうち、流動資産は、1,513,123千円(前連結会計年度末から200,516千円の減少)となりま

した。これは、主として有価証券が197,133千円減少したことによるものです。 

固定資産は、612,569千円(前連結会計年度末から164,254千円の増加)となりました。これは、

主として投資有価証券が66,532千円増加したこと及び投資その他の資産のその他に含まれる貴

金属地金が94,499千円増加したことによるものです。 

 

②負債の部 

当第２四半期連結会計期間末における総負債は、337,606千円(前連結会計年度末から9,307千

円の増加)となりました。 

このうち、流動負債は、259,284千円(前連結会計年度末から3,270千円の減少)となりました。

これは、主として流動負債のその他に含まれる未払金が14,295千円増加した一方で、買掛金が

15,722千円減少したことによるものです。 

固定負債は、78,321千円(前連結会計年度末から12,577千円の増加)となりました。これは、

主として資産除去債務に関する会計基準を適用したことにより資産除去債務が17,333千円増加

したことによるものです。 

 

③純資産の部 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、1,788,087千円(前連結会計年度末から

45,569千円の減少)となりました。これは、主として四半期純損失を計上したこと及び配当を実

施したことにより利益剰余金が36,681千円減少したことによるものです。 

 

(キャッシュ・フローの状況) 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」)は、期首に比べ

25,549千円増加し、1,015,022千円(前連結会計年度末は、989,472千円)となりました。 

また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは次の通りです。 

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、69,410千円の収入(前年同期は、38,117千円の支出)

となりました。これは、主として売上債権が71,496千円減少したこと及び法人税等の支払及び

還付において差し引き17,253千円の収入を獲得したことによるものです。 
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②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、33,596千円の支出(前年同期は、91,237千円の収入)

となりました。これは、主として有価証券の売却により197,325千円の収入を得た一方で、投資

有価証券の取得と売却により差し引き96,161千円を支出したこと及び貴金属地金の取得におい

て100,000千円を支出をしたことによるものです。 

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、13,994千円の支出(前年同期は、68,327千円の収入)

となりました。これは、主として配当金を9,325千円支払ったことによるものです。 

 
 
(３)連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年７月期の連結業績予想については、概ね当初の業績予想通りに推移しているため、平成

22年９月10日に公表しました業績予想の数値に、変更はありません。 

なお、当該予想については、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものです。実際の

業績は、様々な要因によって、予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

２．その他の情報 

(１)重要な子会社の異動の概要(連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

該当事項はありません。 

 

(２)簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

(簡便な会計処理) 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

②棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

(特有の会計処理) 

該当事項はありません。 
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(３)会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

(会計処理基準に関する事項の変更) 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 

平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第21号 平成20年３月31日)を適用しております。 

これに伴う、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益に与える影響は軽微であり、

税金等調整前四半期純損失は17,243千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始に

よる資産除去債務の変動額は16,777千円です。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

(平成22年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,015,022 989,472

売掛金 414,535 486,223

有価証券 － 197,133

商品 205 228

仕掛品 3,285 5,285

その他のたな卸資産 23,178 －

その他 72,018 50,098

貸倒引当金 △15,122 △14,802

流動資産合計 1,513,123 1,713,639

固定資産   

有形固定資産 48,309 32,792

無形固定資産   

のれん 11,138 15,108

その他 13,415 13,199

無形固定資産合計 24,553 28,307

投資その他の資産   

投資有価証券 287,651 221,119

その他 278,556 192,597

貸倒引当金 △26,500 △26,500

投資その他の資産合計 539,707 387,216

固定資産合計 612,569 448,315

資産合計 2,125,693 2,161,955

負債の部   

流動負債   

買掛金 144,630 160,353

1年内返済予定の長期借入金 8,004 8,004

未払法人税等 3,563 3,983

資産除去債務 2,100 －

その他 100,986 90,214

流動負債合計 259,284 262,554

固定負債   

長期借入金 60,657 65,326

退職給付引当金 330 418

資産除去債務 17,333 －

固定負債合計 78,321 65,744

負債合計 337,606 328,299
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

(平成22年７月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 814,962 814,962

資本剰余金 948,203 948,203

利益剰余金 142,441 179,123

自己株式 △39,678 △39,678

株主資本合計 1,865,928 1,902,610

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △97,461 △84,890

貴金属地金評価差額金 △5,500 －

為替換算調整勘定 △6,137 △5,543

評価・換算差額等合計 △109,098 △90,434

少数株主持分 31,256 21,480

純資産合計 1,788,087 1,833,656

負債純資産合計 2,125,693 2,161,955
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日  
 至 平成22年１月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日  
 至 平成23年１月31日) 

売上高 968,752 900,539

売上原価 694,547 655,171

売上総利益 274,205 245,367

販売費及び一般管理費 265,348 231,065

営業利益 8,856 14,302

営業外収益   

受取利息 368 920

受取配当金 － 3,146

投資有価証券売却益 1,583 319

貴金属地金売却益 18,500 －

為替差益 － 4,331

その他 105 405

営業外収益合計 20,558 9,124

営業外費用   

支払利息 872 1,063

複合金融商品評価損 － 6,490

投資有価証券売却損 31,128 1,500

投資有価証券評価損 － 9,329

その他 6,185 270

営業外費用合計 38,186 18,653

経常利益又は経常損失（△） △8,771 4,773

特別利益   

ポイント引当金戻入額 84 －

資産除去債務履行差額 － 4,642

特別利益合計 84 4,642

特別損失   

事業整理損 959 －

固定資産除却損 － 5,030

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,005

事務所移転費用 － 14,088

特別損失合計 959 35,124

税金等調整前四半期純損失（△） △9,646 △25,709

法人税、住民税及び事業税 1,511 1,739

法人税等調整額 2,253 △10,515

法人税等合計 3,764 △8,775

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △16,933

少数株主利益又は少数株主損失（△） △377 10,049

四半期純損失（△） △13,034 △26,983
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日  
 至 平成22年１月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日  
 至 平成23年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △9,646 △25,709

減価償却費 11,788 12,756

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,005

のれん償却額 4,160 3,969

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,591 320

ポイント引当金の増減額（△は減少） △84 －

受取利息及び受取配当金 △368 △4,067

支払利息 872 1,063

投資有価証券売却損益（△は益） 29,545 1,180

投資有価証券評価損益（△は益） 1,021 9,329

複合金融商品評価損益（△は益） 2,600 6,490

貴金属地金売却損益（△は益） △18,500 －

有価証券評価損益（△は益） － △216

固定資産除却損 － 5,030

為替差損益（△は益） 2,906 △4,055

資産除去債務履行差額 － △4,642

移転費用 － 14,088

売上債権の増減額（△は増加） △33,561 71,496

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,184 △21,156

仕入債務の増減額（△は減少） 17,151 △15,722

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,799 △6,903

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減
少）

△539 △1,384

その他の資産の増減額（△は増加） △6,669 774

その他の負債の増減額（△は減少） 3,000 △84

小計 5,651 58,561

利息及び配当金の受取額 368 4,962

利息の支払額 △872 △1,033

移転費用の支払額 － △10,332

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △43,266 17,253

営業活動によるキャッシュ・フロー △38,117 69,410

㈱メディアシーク (4824)　平成23年７月期　第２四半期決算短信

- 9 -



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日  
 至 平成22年１月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日  
 至 平成23年１月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,554 △8,016

無形固定資産の取得による支出 △9,109 △2,783

貴金属地金の取得による支出 △1,061,913 △100,000

貴金属地金の売却による収入 905,413 －

有価証券の売却による収入 － 197,325

投資有価証券の取得による支出 △94,724 △132,190

投資有価証券の売却による収入 360,165 36,028

敷金及び保証金の差入による支出 △16 △23,263

敷金及び保証金の回収による収入 1,976 2

短期貸付けによる支出 － △1,000

短期貸付金の回収による収入 － 300

投資活動によるキャッシュ・フロー 91,237 △33,596

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 80,000 －

長期借入金の返済による支出 △2,668 △4,669

配当金の支払額 △9,004 △9,325

財務活動によるキャッシュ・フロー 68,327 △13,994

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,294 3,728

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 118,152 25,549

現金及び現金同等物の期首残高 840,674 989,472

現金及び現金同等物の四半期末残高 958,827 1,015,022

㈱メディアシーク (4824)　平成23年７月期　第２四半期決算短信

- 10 -



 

  

 
(４)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(５)セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年８月１日 至 平成22年１月31日) 

(単位:千円)

 
サービス開
発事業 

コンテンツ
事業 

システムコ
ンサルティ
ング事業 

計 
消去又は 
全社 

連結 

売上高 

(1)外部顧客に対する売上
高 

89,656 578,606 300,489 968,752 ― 968,752

(2)セグメント間の内部売
上高又は振替高 

― ― 31,383 31,383 (31,383) ―

計 89,656 578,606 331,873 1,000,136 (31,383) 968,752

営業利益 9,269 80,481 61,856 151,607 (142,750) 8,856

(注) １ 事業の区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品・役務 

(1)サービス開発事業・・・・・・・・携帯電話ほかモバイル機器向け組込み型ソフトウェア(例：バーコ

ードリーダー)の企画・開発及びライセンス販売 

(2)コンテンツ事業・・・・・・・・・携帯電話向け有料コンテンツ(例：着メロほか)配信サービス 

(3)システムコンサルティング事業・・企業向け戦略コンサルティング、システムコンサルティング及び

システム運用支援サービス 

３ 会計処理の方法の変更 

当第１四半期連結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27

日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を

適用しております。これにより、当第２四半期連結累計期間において、システムコンサルティング事業

で売上高が8,745千円増加、営業利益が5,439千円増加しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年８月１日 至 平成22年１月31日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、いずれも90％を超えるため、所在地別セ

グメント情報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年８月１日 至 平成22年１月31日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 

(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第

17号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計

基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものです。 

当社グループは、「サービス開発事業」、「コンテンツ事業」及び「システムコンサルティング

事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「サービス開発事業」は、携帯電話ほかモバイル機器向け組込み型ソフトウェアの企画・開発

及びライセンス販売を行っております。 

「コンテンツ事業」は、携帯電話向け有料コンテンツの配信サービスを行っております。 

「システムコンサルティング事業」は、企業向け戦略コンサルティング、システムコンサルテ

ィング及びシステム運用支援サービスを行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年８月１日 至 平成23年１月31日) 

(単位:千円)
報告セグメント 

 サービス開
発事業 

コンテンツ
事業 

システムコ
ンサルティ
ング事業 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

売上高 

(1)外部顧客への売上高 126,078 444,128 330,332 900,539 ― 900,539

(2)セグメント間の内部売
上高又は振替高 

― ― 25,453 25,453 (25,453) ―

計 126,078 444,128 355,785 925,992 (25,453) 900,539

セグメント利益 32,677 57,264 79,805 169,747 (155,444) 14,302

(注) １ セグメント利益の調整額は、全社費用です。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

です。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

(６)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

㈱メディアシーク (4824)　平成23年７月期　第２四半期決算短信

- 12 -


	H23.7月期2Qサマリーfix版
	バインダ1
	1101_tanshin_2Q前半部分fix
	1101_tanshin_2Q財表部分fix
	1101_tanshin_2Q後半部分fix




